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清
心
女
子
大
学
国
語
国
文
学
科
発
行
『
古
典
研
究
』
第
十
九
号
（
一
九
九
二
年
五
月
）
・
第
二
十
一
号
（
一
九
九
四
年
四
月
）
・
第
二
十
三
号
（
一
九
九
六
年
五
月
）
に
続
き
、
正
宗
敦
夫
自
筆
稿
本
『
吉
備
歌
人
伝
資
料
』
第
一
巻
の
紹
介
を
行
う
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
「
吉
備
歌
人
伝
資
料
拔
萃
」
と
題
さ
れ
て
一
綴
じ
と
な
っ
て
い
る
部
分
で
、
第
一
巻
に
合
巻
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
巻
の
八
〇
丁
か
ら
一
〇
〇
丁
ま
で
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
歌
人
は
藤
井
高
尚
、
萩
原
広
道
、
高
橋
正
澄
、
木
下
幸
文
、
菅
沼
斐
雄
、
僧
澄
月
、
小
寺
清
先
、
小
寺
清
之
、
関
藤
政
方
、
小
野
務
、
森
寺
美
郷
、
藤
井
高
雅
、
業
合
大
枝
、
正
宗
雅
敦
の
十
四
名
で
あ
る
。
一
〇
〇
丁
目
に
は
「
明
治
卅
一
年
一
月
廿
二
日
夜
校
華
」
と
し
て
井
上
通
泰
の
署
名
押
印
が
あ
り
、
通
泰
が
朱
の
書
き
入
れ
を
し
て
い
る
。『
古
典
研
究
』
第
十
九
号
で
赤
羽
淑
氏
が
紹
介
し
た
部
分
、
及
び
第
二
十
一
号
で
見
尾
が
紹
介
し
た
部
分
の
各
歌
人
の
増
補
訂
正
編
と
も
言
え
、
吉
備
歌
人
に
つ
い
て
の
敦
夫
の
資
料
収
集
と
調
査
が
整
理
さ
れ
総
合
さ
れ
て
い
く
過
程
が
窺
え
る
。
な
お
、
通
泰
の
朱
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
（
通
泰
筆
）
と
し
て
記
し
た
。
一
〇
一
丁
か
ら
一
一
三
丁
は
藤
井
高
尚
の
著
書
と
岩
月
白
華
に
つ
い
て
の
通
泰
の
文
章
を
抜
き
書
き
し
た
部
分
で
、
今
回
続
け
て
紹
介
を
行
っ
た
。
こ
の
一
一
三
丁
を
も
っ
て
第
一
巻
が
終
わ
る
。
吉
備
歌
人
伝
資
料
拔
萃
吉
備
歌
人
伝
資
料
藤
井
高
尚
正
五
位
下
長
門
守
（
通
泰
筆
）
大
和
田
建
樹
藤
井
高
尚
　
松
の
屋
と
号
す
。
備
中
の
国
吉
備
津
宮
の
祠
官
也
。
宣
長
の
門
に
入
り
国
学
を
修
め
、
殊
に
源
氏
物
語
風
中
古
（
通
泰
筆
）の
文
を
作
り
一
派
を
為
せ
り
。
天
保
十
二
一
（
同
）
年
七
十
七
歳
に
て
没
す
。
？
余
八
十
九
ノ
此
ノ
書
ヲ
モ
テ
リ
（
同
）
著
書
に
は
伊
勢
物
語
新
釈
、
消
息
文
例
、
佐
喜
草
、
松
の
落
葉
、
日
本
紀
御
局
考
あ
り
。
文
稿
を
松
の
屋
文
集
と
云
ふ
。
（
和
文
学
史
）
日
本
人
名
辞
書
藤
井
高
尚
は
天
保
十
二
年
八
月
十
七
日
卒
、
年
七
十
七
、
？
（
通
泰
筆
）
三
寸
霊
神
と
諡
す
。（
名
の
訓
「
タ
カ
ヒ
サ
」
と
あ
れ
ど
も
、
出
雲
路
日
記
の
祝
詞
に
高タカ
尚ナホ
と
あ
れ
ば
か
く
訓
べ
し
。）
─ 96 ─
資
料
紹
介
　
正
宗
敦
夫
自
筆
稿
本
『
吉
備
歌
人
伝
資
料
』
（下）
見
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恵
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藤
井
高
尚
の
著
書
○
出
雲
路
日
記
　
文
政
十
二
年
己
年
夏
上
梓
一
冊
此
は
文
政
十
一
年
二
月
二
十
一
日
大
田
宗
喬
、
三
木
正
情
の
二
人
を
し
た
が
へ
て
、
出
雲
杵
築
宮
に
ま
ゐ
り
た
る
道
の
記
也
。
高
尚
の
和
歌
和
文
を
見
る
に
よ
し
。
こ
と
に
和
文
は
松
の
屋
文
集
な
ど
に
て
見
る
を
得
れ
ど
も
、
和
歌
は
此
書
及
吉
備
国
歌
集
の
外
、
二
三
の
類
題
集
の
み
な
り
。
○
消
息
文
例
二
冊
此
は
門
人
真
野
守
貞
の
も
と
め
に
よ
り
て
物
語
文
な
ど
よ
り
消
息
文
の
例
を
数
々
引
出
て
、
其
詞
に
注
釈
を
加
へ
て
み
や
び
を
の
文
か
ゝ
ん
し
る
べ
と
せ
る
書
也
。
○
さ
き
草
一
冊
さ
き
草
は
歌
の
は
し
書
の
事
を
つ
ば
ら
に
か
き
し
る
せ
る
文
也
。
さ
き
草
と
し
も
な
づ
け
た
る
は
「
も
の
に
し
る
し
お
く
歌
の
こ
と
ば
書
」「
た
か
き
人
に
見
せ
ま
ゐ
ら
す
る
歌
の
こ
と
ば
が
き
」「
さ
き
の
人
に
お
く
る
歌
の
こ
と
ば
書
」
と
、
こ
と
ば
書
の
か
き
様
を
三
種
に
分
け
て
し
る
さ
れ
た
れ
ば
也
。
さ
き
草
は
三
つ
に
か
ゝ
る
枕
詞
な
り
。
此
書
を
元
と
し
て
萩
原
広
道
は
「
葉
山
の
栞
」
を
あ
ら
は
す
。
○
伊
勢
物
語
新
釈
六
冊
此
は
伊
勢
物
語
の
注
釈
書
也
。
此
書
こ
そ
藤
井
高
尚
氏
の
学
力
を
知
る
に
た
る
文
に
し
て
、
本
居
宣
長
の
古
事
記
伝
、
萩
原
広
道
の
源
氏
物
語
の
評
釈
に
お
け
る
が
如
し
。
此
の
物
語
詞
華
言
葉
花
（
通
泰
筆
）
の
雅
な
り
し
か
ば
、
世
に
も
て
は
や
さ
れ
た
る
事
い
と
甚
だ
し
く
註
釈
の
書
三
十
種
に
あ
ま
れ
り
。
其
の
内
三
大
註
釈
と
て
世
に
も
て
は
や
さ
る
ゝ
は
、
円
珠
庵
契
沖
の
勢
語
臆
断
、
加
茂
真
淵
伊
勢
物
語
古
意
と
此
の
書
也
。
此
の
三
つ
の
中
に
て
ま
さ
り
た
る
所
お
と
り
た
る
所
は
あ
れ
ど
、
此
の
新
釈
な
む
い
と
ま
さ
り
て
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
。
此
の
書
は
藤
井
氏
を
見
る
に
い
と
よ
け
れ
ば
他
に
評
論
す
る
所
あ
ら
む
。
○
三
の
し
る
べ
三
冊
此
ふ
み
は
、
道
の
し
る
べ
、
歌
の
し
る
べ
、
文
の
し
る
べ
と
し
て
其
の
道
に
つ
き
さ
と
せ
り
。
○
松
の
屋
文
集
　
文
政
十
一
年
春
上
梓
二
冊
此
の
書
は
文
集
な
り
。
○
松
の
落
葉
五
冊
此
の
書
は
随
筆
也
。
○
日
本
紀
御
局
考
　
文
化
八
年
十
一
月
十
五
日
上
梓
一
冊
紫
式
部
を
日
本
紀
の
御
局
と
い
ひ
し
意
を
く
は
し
の
（
マ
マ
）
べ
て
、
源
氏
物
語
の
見
や
う
を
し
る
せ
る
書
也
。
未
だ
見
ず
。
○
大
祓
後
々
釈
二
冊
一
（
通
泰
筆
）
此
は
大
祓
の
詞
の
注
釈
に
し
て
、
本
居
宣
長
の
大
祓
詞
後
釈
に
つ
け
る
意
に
て
の
名
な
り
。
未
だ
見
ず
。
○
浅
瀬
の
し
る
べ
一
冊
俗
ニ
云
フ
。
タ
ゞ
一
言
ヲ
オ
モ
シ
ロ
ク
文
ニ
ツ
ゞ
レ
ル
ナ
リ
。（
通
泰
筆
）
○
お
く
れ
し
雁
一
冊
消
息
文
例
ノ
追
加
ナ
リ
。（
通
泰
筆
）
○
古
今
和
歌
集
新
釈
十
五
冊
此
の
書
の
事
、
歌
の
し
る
べ
な
ど
に
見
へ
た
れ
ど
、
完
全
せ
ず
し
て
没
せ
る
に
か
、
上
梓
に
な
り
し
を
聞
か
ず
。
吉
備
国
歌
集
に
此
の
広
告
あ
り
。
尚
万
葉
集
の
新
釈
高
尚
大
人
遺
稿
高
雅
先
生
補
闕
文
化
四
年
十
二
月
三
日
稿
成
文
化
八
年
辛
未
四
月
上
梓
四
冊
　
文
政
十
二
年
春
上
梓
外
目
録
一
冊
道
の
し
る
べ
文
政
七
年
甲
申
正
月
八
日
よ
り
稿
を
お
こ
し
同
月
の
廿
一
日
終
ル
。
文
政
九
年
終
ル
。
文
政
十
二
年
己
丑
三
月
上
梓
文
化
九
年
九
月
よ
り
稿
を
お
こ
し
十
年
正
月
稿
成
文
政
元
年
戊
寅
九
月
彫
成
享
和
三
年
二
月
八
日
稿
成
文
化
三
年
丙
寅
三
月
上
梓
寛
政
十
一
年
十
一
月
稿
成
文
化
二
年
丑
夏
上
梓
─ 97 ─
も
著
述
中
の
由
、
歌
の
し
る
べ
に
見
ゆ
れ
ど
未
だ
見
ず
。
萩
原
広
道
萩
原
広
道
　
備
前
岡
山
の
藩
士
藤
原
某
の
次
男
也
。
通
称
小
平
太
浜
雄
と
云
ふ
。
葭
沼
、
出
石
居
、
鹿
鳴
草
舎
、
蒜
園
の
諸
号
あ
り
。
次
男
な
る
を
以
て
分
家
し
て
藩
に
仕
ふ
。
甚
だ
才
気
に
富
め
る
を
以
て
侯
大
に
こ
れ
を
用
ゐ
る
所
有
ら
ん
と
す
。
然
る
に
広
道
は
分
家
せ
し
上
に
年
少
な
る
を
以
て
、
同
輩
大
に
こ
れ
を
妬
み
、
広
道
の
性
活
発
な
る
を
利
用
し
、
相
謀
り
て
か
れ
に
遊
女
楼
に
遊
ば
む
こ
と
を
す
ゝ
め
か
つ
道
び
き
導
（
通
泰
筆
）
た
り
。
其
時
不
幸
に
し
て
楳
毒
を
得
、
手
術
療
（
同
）
功
な
く
面
貌
怪
醜
に
到
り
け
れ
ば
親
属
四
臂
の
屈
伸
自
由
を
か
ぐ
（
同
）
の
名
誉
を
け
が
さ
ん
を
お
そ
れ
、
三
十
才
前
後
（
天
保
の
末
か
弘
化
の
初
め
か
）
浪
人
し
て
浪
華
に
住
し
、
姓
を
萩
原
と
改
め
名
を
鹿
蔵
と
称
す
。
後
鹿
左
衛
門
と
改
む
。
学
派
は
本
居
派
に
属
す
べ
き
も
、
や
ゝ
こ
と
な
り
て
発
明
せ
る
所
多
し
。
弖
尓
乎
波
係
辞
弁
に
、
本
居
翁
の
て
に
を
は
を
三
條
に
分
ち
て
「
は
も
徒
□
□
□
」「
そ
の
や
何
□
□
□
□
」「
こ
そ□
」
と
挙
ら
れ
た
る
を
論
じ
て
、「
は
も
徒
□
□
□
」
を
ば
す
べ
て
「
徒□
」
と
し
、「
そ
の
や
何
□
□
□
□
」
を
ば
「
そ
や
か
□
□
□
」
と
し
、
の□
と
何□
と
を
除
き
た
る
よ
し
を
わ
き
ま
へ
た
り
。
こ
れ
等
本
居
の
説
と
異
な
れ
る
点
也
。
著
書
に
先
の
一
、
此
ハ
只
其
の
例
の
み
（
同
）
師
本
居
の
翁
な
ど
書
け
る
は
、
本
居
翁
は
国
語
界
に
い
さ
を
し
多
け
れ
ば
云
へ
る
也
。
元
よ
り
本
居
翁
に
付
き
て
学
び
し
事
な
し
。
野
々
口
隆
正
に
名
簿
を
送
り
し
こ
と
あ
り
。
そ
は
語
格
の
事
を
問
は
ん
為
な
り
と
ぞ
。
又
源
氏
物
語
評
釈
出
版
の
時
、
故
障
あ
り
て
前
田
夏
蔭
門
人
の
称
を
冒
せ
し
と
雖
ど
も
、
固
よ
り
二
氏
の
門
下
に
立
つ
べ
き
物
に
あ
ら
ず
。
漢
学
の
力
も
饒
也
さ
れ
ば
師
承
す
る
所
な
し
（
同
）
。
浪
華
に
て
高
麗
橋
に
も
筑
前
橋
に
も
所
々
に
す
め
り
き
。（
筑
前
橋
の
家
は
篠
崎
小
竹
い
た
く
広
道
の
才
学
を
愛
し
、
且
そ
の
貧
し
き
を
憐
み
、
自
資
を
抛
ち
て
始
め
て
こ
ゝ
に
門
戸
を
張
ら
し
め
し
と
ぞ
。
此
説
磯
野
秋
渚
）。
嘗
て
糊
口
の
料
に
曲
亭
翁
が
物
し
た
る
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
は
、
第
四
輯
出
版
の
後
故
あ
り
て
稿
を
続
が
ず
、
其
の
ま
ゝ
翁
物
故
し
た
り
け
れ
ば
、
第
五
輯
は
萩
原
広
道
が
蒜
園
主
人
と
号
し
て
稿
を
続
ぎ
ぬ
。
此
も
又
病
の
為
め
に
は
た
さ
ゞ
り
き
。
文
久
三
年
癸
亥
十
二
月
三
日
、
年
四
十
九
に
て
浪
華
白
子
町
に
没
す
。
墓
は
摂
津
西
成
郡
浦
江
村
妙
寿
寺
の
杜
若
池
の
傍
に
あ
り
。
碑
の
高
さ
台
石
と
も
凡
四
尺
許
り
に
し
て
、
面
に
萩
原
広
道
之
墓
と
記
し
、
裏
に
文
化
十
二
年
乙
亥
二
月
十
九
日
生
文
久
三
年
癸
亥
十
二
月
三
日
卒
と
あ
り
。
著
書
○
源
氏
物
語
評
釈
十
四
巻
此
は
広
道
の
全
力
を
用
ゐ
し
所
総
論
に
て
其
の
文
章
を
評
せ
り
。
未
だ
他
に
見
ざ
る
註
釈
の
一
体
を
創
意
せ
り
。（
此
の
書
は
も
と
篠
崎
竹
陰
、
緒
方
洪
庵
、
中
玉
樹
の
輩
の
春
日
寛
平
の
家
に
会
し
葭
沼
の
講
説
を
き
ゝ
し
筆
記
也
。
病
の
為
に
花
の
宴
に
て
講
莚
絶
え
た
り
。
さ
れ
ば
本
書
も
亦
花
の
宴
ま
で
に
て
完
本
に
あ
ら
ず
。）
○
本
学
提
綱
四
巻
此
は
先
皇
の
大
道
を
論
じ
た
る
書
也
。
○
心
の
種
二
巻
此
は
詠
歌
に
付
き
種
々
の
心
得
を
記
せ
る
書
に
し
て
「
か
な
づ
か
ひ
」「
て
に
を
は
」「
名
所
」
等
よ
り
短
冊
の
書
き
方
ま
で
し
る
せ
り
。
○
同
拾
遺
二
巻
此
は
前
の
に
も
れ
た
る
を
集
つ
め
た
り
。
共
に
初
学
の
者
の
宝
に
こ
そ
。
嘉
永
元
年
九
月
十
日
稿
成
嘉
永
三
年
庚
戌
歳
春
上
梓
─ 98 ─
○
小
夜
時
雨
一
巻
此
は
本
居
宣
長
の
玉
霰
の
続
篇
と
云
ひ
て
ま
し
。
○
遺
文
集
覧
二
巻
契
沖
春
満
以
下
近
人
の
文
章
を
あ
つ
む
文
苑
玉
露
の
続
篇
と
も
見
る
べ
き
書
也
。
○
万
葉
集
略
解
補
遺
五
巻
此
は
橘
の
千
蔭
の
万
葉
集
略
解
の
補
遺
也
。
○
玉
匣
ク
シ
ゲ
補
註
五
巻
此
は
本
居
宣
長
が
玉
匣
の
補
註
也
。
○
百
首
異
見
摘
評
一
巻
此
は
香
川
景
樹
が
百
首
異
見
（
百
人
一
首
の
註
釈
）
の
摘
評
也
。
○
住
吉
物
語
松
風
抄
二
巻
此
は
住
吉
物
語
の
註
釈
也
。
○
古
言
訳
解
一
巻
此
は
鈴
木
氏
の
雅
言
訳
解
の
続
篇
に
せ
ん
と
て
も
の
せ
し
に
て
、
記
紀
万
葉
の
言
辞
を
俗
語
に
訳
せ
し
も
の
、
甚
だ
便
利
な
る
書
也
。
○
詞
書
葉
山
の
栞
一
巻
此
は
藤
井
高
尚
の
さ
き
草
を
紹
述
し
て
詞
書
の
様
を
さ
と
せ
り
。
○
弖
尓
乎
波
係
辞
弁
一
巻
此
は
本
居
翁
の
詞
玉
緒
、
弖
尓
乎
波
紐
鏡
の
図
な
ど
の
上
よ
り
係
り
ゆ
く
「
て
に
を
は
」
を
三
條
に
分
ち
て
、「
は
も
徒
」「
ぞ
の
や
何
」「
こ
そ
」
と
別
ち
し
を
論
じ
た
る
書
也
。
前
に
も
言
へ
り
。
○
葦
の
葉
わ
け
一
冊
此
は
六
樹
園
「
都
の
手
ぶ
り
」
と
同
じ
様
に
て
、
彼
は
江
戸
の
種
々
の
事
を
記
し
、
こ
は
浪
華
の
種
々
の
事
を
記
せ
り
。
浪
華
繁
昌
記
と
も
云
ふ
べ
き
書
な
り
。
○
玉
篠
草
紙
　
　
　
随
筆
初
集
二
冊
○
弖
尓
乎
波
略
図
義
解
二
冊
○
西
戎
音
譯
字
論
一
冊
な
ど
あ
り
と
ぞ
。
家
集
も
あ
り
と
ぞ
。
広
道
の
和
歌
は
類
題
千
船
集
は
彼
の
撰
す
べ
か
り
し
に
、
病
の
為
め
は
た
さ
ず
し
て
伊
勢
の
人
佐
々
木
弘
綱
の
撰
し
た
る
故
に
、
い
と
さ
広
道
の
和
歌
は
に
記
載
し
あ
り
。
そ
れ
に
て
見
は
大
か
た
歌
風
も
う
か
ゞ
ひ
得
べ
し
。
広
道
は
才
気
抜
群
、
文
章
巧
な
れ
ど
も
和
歌
は
得
ず
。
（
附
記
）
こ
の
伝
記
は
藤
原
氏
、
井
上
通
泰
氏
の
も
の
せ
ら
れ
し
広
道
の
伝
記
及
古
学
小
伝
並
に
磯
野
秋
渚
の
も
の
せ
ら
れ
し
伝
等
に
よ
り
て
し
る
し
つ
る
也
。
△
笠
岡
に
は
宿
老
四
五
人
あ
り
て
一
人
庄
屋
を
兼
ぬ
。
正
澄
は
こ
れ
也
。（
通
泰
筆
）
高
橋
正
澄
マ
サ
ズ
ミ
高
橋
正
澄
は
備
中
国
笠
岡
の
人
に
し
て
通
称
右
衛
門
と
云
ふ
（
正
澂
と
も
書
く
）。
笠
岡
の
大
庄
屋
な
り
。△
実
父
は
備
中
国
上
房
郡
平
松
正
春
松
山
ノ
人
（
同
）
に
し
て
、
茶
を
好
み
京
都
室
町
頭
金
龍
水
の
辺
に
居
を
卜
し
舎
号
を
正
龍
水
舎
金
（
同
）
と
云
ふ
。
正
澄
は
其
の
舎
に
て
産
る
。
天
明
八
年
大
火
に
家
や
け
け
れ
ば
、
父
と
共
に
国
に
帰
り
、
高
橋
美
啓
の
養
子
と
な
る
。
妻
備
後
の
国
三
次
町
の
者
な
り
（
名
不
明
）。
正
澄
は
初
鴫
祐
為
の
門
人
と
な
り
後
加
藤
千
蔭
の
門
に
入
る
（
い
づ
れ
も
通
泰
削
除
若
き
時
）、
後
景
樹
の
門
に
入
る
。
笠
岡
の
大
庄
屋
な
り
し
が
、
下
役
生
長
泰
興
と
不
和
を
生
じ
た
り
け
れ
ば
、
役
を
捨
て
、
大
阪
に
文
政
五
年
十
月
十
一
日
国
を
出
発
し
同
月
二
十
四
日
大
阪
に
着
す
。
其
頃
既
に
幸
文
死
後
な
り
け
れ
ば
、
幸
文
の
門
人
等
通
泰
ミ
セ
ケ
チ
医
師
◯文
─ 99 ─
嘉
永
元
年
冬
十
一
月
稿
成
同
四
年
辛
亥
六
月
上
梓
モ
ト
元
（
通
泰
筆
）
笠
岡
ノ
人（
同
）
同
僚
？
（
同
）
イ
ク
ナ
ガ
ヤ
ス
オ
キ
西
山
陽
と
等
（
同
）
云
ふ
人
を
頼
み
、
通
泰
削
除
正
澄
に
師
た
ら
ん
事
を
乞
ふ
。
故
を
以
て
京
に
上
る
所
あ
り
し
も
、
は
た
さ
ず
し
て
大
阪
に
留
り
文
政
十
二
年
十
月
十
八
日
剃
髪
し
僧
と
な
り
名
を
残
夢
と
改
め
け
り
。
役
を
捨
て
心
す
が
し
く
也
き
と
て
清スガ
園
と
号
す
。
嘉
永
四
年
二
月
二
十
七
日
歳
八
十
四
才
に
て
七
？
（
同
）
大
阪
に
死
す
。
法
名
を
清
誉
正
澄
泉
齋
居
士
と
す
。
墓
は
大
阪
天
満
寺
町
専
念
寺
に
在
り
。
正
澄
の
子
は
高
橋
熊
彦
正
純
と
云
ふ
。
著
書
は
「
塵
室
草
露
」
三
巻
、
こ
は
備
中
に
在
り
け
る
時
の
歌
を
集
め
た
る
也
。「
清
園
詞
草
」
三
巻
、
こ
は
浪
速
に
出
で
た
る
よ
り
こ
の
か
た
天
保
十
四
年
ま
で
の
歌
を
集
め
た
り
。「
心
月
詞
花
帖
」
二
巻
。
清
園
後
草
四
巻
、
残
の
夢
三
巻
（
以
上
家
集
）、
記
紀
物
名
考
六
巻
、
記
紀
縫
結
抄
二
、
記
紀
詞
林
十
九
、
万
葉
緯
六
、
万
葉
言
霊
創
解
八
、
三
代
枕
辞
例
三
、
国
語
本
義
十
五
、
類
聚
活
言
六
、
古
言
考
三
、
タ
マ
ノ
ヤ
ド
リ
七
、
歌
仙
家
集
新
正
卅
二
、
神
詠
製
歌
考
六
、
言
霊
神
名
考
六
、
皇
統
称
名
考
一
、
名
義
考
十
九
、
和
歌
六
体
考
一
（
通
泰
筆
）
万
葉
物
名
考
（
弘
化
三
年
十
一
月
成
）
三
冊
、
万
葉
国
字
抄
（
嘉
永
元
年
四
月
成
）
二
冊
、
万
葉
詞
林
抄
五
、
石
上
枕
辞
例
五
、
国
字
定
源
、
以
て
深
く
万
葉
を
研
究
し
古
学
に
精
通
せ
る
を
し
る
べ
し
。
桂
園
十
哲
の
一
人
に
し
て
同
国
の
人
木
下
幸
文
、
菅
沼
斐
雄
よ
り
も
学
力
に
お
き
て
は
第
一
の
位
を
占
む
と
い
ふ
。
其
の
和
歌
、
遊
糸
　
す
ぢ
も
な
き
名
に
も
有
か
な
ち
る
花
を
ぬ
き
も
と
ゞ
め
ぬ
春
の
糸
ゆ
ふ
森
熊
夫
の
家
の
花
み
に
行
て
み
る
に
盛
な
り
風
な
し
と
心
ゆ
る
す
な
桜
花
さ
か
り
ぞ
散
の
は
じ
め
な
り
け
る
秋
夕
雲
　
月
影
の
い
づ
る
山
に
は
あ
ら
ね
ど
も
心
に
か
ゝ
る
夕
ぐ
れ
の
雲
晦
日
の
夕
ぐ
れ
に
ま
ど
の
戸
に
さ
す
や
夕
日
の
影
見
れ
ば
わ
づ
か
に
年
ぞ
暮
の
こ
り
け
る
こ
れ
に
て
歌
の
姿
大
か
た
に
し
ら
る
べ
し
。
己
れ
嘗
て
井
上
通
泰
先
生
を
と
ひ
ま
つ
り
て
幸
文
斐
雄
正
澄
の
三
氏
の
和
歌
の
評
を
き
ゝ
し
事
は
べ
り
き
。
其
時
先
生
の
申
さ
る
ゝ
に
は
、
正
澄
の
歌
は
卑
俗
な
り
、
幸
文
の
歌
は
平
凡
也
、
斐
雄
の
歌
華
美
な
り
云
々
と
。
い
と
よ
き
つ
ひ
で
な
れ
ば
書
つ
け
は
べ
る
な
り
。
（
尚
此
人
の
和
歌
に
つ
き
て
は
香
川
景
樹
翁
の
か
ゝ
れ
た
る
詠
草
の
奥
書
も
あ
り
。
此
を
も
引
出
て
少
し
く
和
歌
を
評
し
見
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
歌
風
歌
論
な
ど
は
よ
く
其
の
人
の
著
書
並
に
伝
記
を
明
ら
か
に
し
り
て
の
後
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
か
り
そ
め
の
筆
の
す
さ
び
に
あ
げ
つ
ら
ふ
べ
き
物
に
も
は
べ
ら
ず
。
さ
れ
ば
今
は
其
の
伝
記
を
井
上
通
泰
先
生
の
談
並
に
し
が
ら
み
草
紙
十
三
号
君
山
居
士
の
桂
園
叢
話
に
よ
り
て
し
る
し
つ
。）
木
下
幸
文
サ
チ
フ
ミ
木
下
幸
文
は
備
中
浅
口
郡
長
尾
村
の
人
也
。
通
称
は
民
蔵
、
義
質
、
木
下
八
郎
右
衛
門
義
綿
の
子
也
。
幸
文
初
朝
三
亭
と
号
し
、
後
亮
々
舎
又
無
庵
と
号
す
。
初
め
和
歌
を
僧
澄
月
に
付
て
学
び
、
澄
月
死
後
（
澄
月
寛
政
十
年
五
月
死
す
。）
慈
延
に
学
び
後
香
川
景
樹
の
文
化
三
年
三
月
（
通
泰
筆
）
門
に
入
る
。
十
哲
の
一
人
に
し
て
和
歌
和
文
に
妙
な
り
き
。
幸
文
又
歌
の
傍
詩
と
画
と
を
よ
く
し
、
画
は
釧
路
雲
泉
の
弟
子
に
て
、
さ
る
方
の
号
を
風
漁
者
と
い
ふ
。
又
禅
を
誠
拙
和
尚
に
学
ぶ
。
幸
文
い
か
な
る
故
あ
り
て
か
景
樹
に
そ
む
き
し
事
は
べ
り
あ
（
同
）
き
。
又
さ
と
る
所
通
泰
削
除
や
あ
り
け
む
、
文
化
元
年
二
月
一
日
岡
崎
に
う
つ
り
、
同
年
三
月
十
一
日
可
官
の
添
書
を
獲
て
改
め
て
入
門
し
、
文
化
四
年
六
月
二
十
三
日
岡
崎
を
出
て
樵
木
町
に
う
つ
り
、
再
び
景
樹
に
背
き
た
き
。
其
後
悟
る
所
あ
り
て
罪
を
諭
し
滝
川
亀
太
郎
─ 100 ─
り
。
そ
は
景
樹
が
門
に
復
せ
し
に
晩
年
も
（
同
）
聞
戒
法
師
に
贈
り
し
書
に
て
明
ら
か
な
り
。（
随
所
師
説
あ
る
法
師
の
詠
草
に
桂
園
叢
書
第
三
集
に
あ
り
。
見
る
べ
し
。）（
桂
園
叢
書
第
二
集
第
三
集
に
幸
文
の
景
樹
に
そ
む
き
た
る
事
に
付
き
て
は
い
と
つ
ば
ら
に
し
る
し
あ
り
。
こ
れ
に
て
見
る
べ
し
。）
其
れ
よ
り
国
に
帰
り
通
泰
削
除
文
政
元
年
大
阪
居
を
（
同
）
に
上
り
て
定
め
（
同
）
、
年
四
十
三
文
政
四
年
辛
巳
十
一
月
二
日
没
す
。
嗣
な
し
。
墓
は
長
尾
村
御
堂
山
に
あ
り
。
碑
は
頼
山
陽
の
撰
書
に
て
「
無
庵
居
士
之
墓
」
と
あ
り
。
幸
文
の
妻
は
前
後
二
人
有
り
。
供
に
京
人
也
。
著
書
は
「
さ
や
草
紙
」
三
巻
（
文
政
四
年
板
刊
）「
さ
や
遺
稿
」
三
巻
（
編
者
は
浅
野
譲
、
版
行
年
月
不
明
）。
門
人
中
勝
れ
し
物
は
浅
野
譲
、
田
中
長
足
也
等
（
同
）。（
此
は
井
上
通
泰
大
人
の
談
並
に
桂
園
叢
書
を
参
考
し
て
記
し
つ
。）
菅
沼
斐あや
雄を
菅
沼
斐
雄
は
備
中
国
小
田
郡
吉
浜
の
人
北
村
賢
親
新
庄
屋
（
農
家
）
（
通
泰
筆
）の
子
也
。
幼
名
は
北
村
綾
幼
名
布
慈
と
云
ひ
き
雄（同
）
、
通
称
は
好
面
、
後
北
村
綾
雄
を
改
め
て
菅
沼
斐
雄
頼
母
と
な
す
。
字
子
英
、
蘆
渚
又
桔
梗
園
と
号
す
。
景
樹
に
し
た
が
ひ
て
初
め
小
河
布
淑
の
門
人
と
な
り
後
（
同
）
和
歌
を
学
び
、
文
政
元
年
二
月
都
に
上
り
、
其
二
十
日
に
都
を
立
ち
二
十
三
日
池
鯉
鮒
に
て
景
樹
の
一
行
に
追
ひ
し
き
、
江
戸
に
下
り
（
道
の
記
袖
く
ら
べ
あ
り
。）
景
樹
帰
郷
後
も
江
戸
に
と
ゞ
ま
り
目
白
台
今
戸
（
同
）
な
る
愛
松
軒
兒
金
子
某
（
同
）
山
紀
成
の
許
に
て
夕
諭
館
踰
（
同
）
を
開
き
景
樹
の
門
人
を
教
へ
け
り
。
夕
諭
館
踰
（
同
）
と
名
づ
け
た
る
は
万
葉
三
な
る
弁
基
の
、
亦マツ
打チ
山
。
暮ユフ
越コエ
行ユキ
而テ
。
廬イホ
前ザキ
乃ノ
。
角スミ
太ダ
河
原
尓ニ
。
独
可カ
毛モ
将ネ
宿
　
　
ム
（
同
）
に
よ
れ
る
也
と
ぞ
。
年
四
十
九
才
に
て
天
保
五
年
八
月
二
十
五
日
江
戸
に
て
没
す
。
墓
は
下
谷
龍
泉
町
西
徳
寺
に
在
り
。
法
謚
妙
徳
院
釈
聞
普
（
同
）
信
士
と
あ
り
。
家
集
あ
れ
ど
も
板
に
上
ら
ず
、
冊
数
同
じ
か
ら
ず
種
々
あ
る
由
。
吉
野
山
の
歌
花
に
ぬ
る
蝴
蝶
の
ゆ
め
や
い
か
な
ら
む
お
ぼ
ろ
月
夜
の
み
よ
し
の
ゝ
山
日
の
岡
に
て
お
も
し
ろ
き
春
の
日
の
岡
こ
え
か
ね
て
や
す
ら
ふ
袖
に
花
ぞ
ち
り
け
る
著
書
袖
く
ら
べ
あ
り
。
こ
は
其
師
香
川
景
樹
に
従
ひ
て
江
戸
に
下
り
し
道
の
日
記
也
。
明
治
二
十
二
年
十
月
し
が
ら
み
草
紙
古
曲
遺
声
の
部
に
入
れ
ら
れ
、
井
上
通
泰
大
人
の
校
正
を
経
て
あ
ら
は
れ
ぬ
。
尚
桂
園
叢
書
第
一
集
に
も
お
さ
め
ら
れ
ぬ
。
（
井
上
通
泰
氏
の
談
並
に
桂
園
叢
書
二
集
に
よ
り
て
し
る
す
。）
僧
澄
月
澄
月
は
備
中
玉
島
の
人
也
。
号
を
垂
雲
軒
又
は
醉
夢
庵
と
い
ふ
。（
一
に
福
山
の
人
に
て
玉
島
に
来
り
小
僧
と
な
り
し
と
云
説
あ
り
。）
幼
時
玉
島
の
綿
屋
と
云
へ
る
商
家
に
仕
へ
た
り
き
。
主
家
の
用
に
て
、
同
じ
国
倉
敷
な
る
銭
屋
と
云
へ
る
商
家
へ
往
き
し
に
、
其
家
の
媼
、
い
つ
も
い
と
傲
り
が
に
も
の
云
ひ
る
（
マ
マ
）
を
、
其
心
に
恨
み
て
、
い
か
で
立
身
し
て
此
媼
に
見
せ
ば
や
、
さ
て
立
身
せ
ん
に
は
此
道
な
ら
で
は
と
思
ひ
定
め
て
、
俄
に
出
家
し
た
る
が
後
に
叡
山
に
登
り
て
望
み
し
如
く
僧
正
名
僧
と
な
り
ぬ
。（
石
坂
堅
壮
翁
物
語
僧
正
ト
ア
ル
ハ
オ
ソ
ラ
ク
ハ
誤
ナ
ル
ベ
シ
（
通
泰
筆
）
な
り
と
て
田
原
櫟
水
即
井
上
通
泰
（
同
）
氏
の
し
が
ら
み
草
紙
に
上
さ
れ
し
に
よ
る
。）
洛
東
上
岡
崎
村
に
垂
雲
軒
と
云
庵
を
造
り
て
居
る
。
武
者
小
路
実
岳
卿
の
門
人
に
て
二
条
流
の
歌
詠よみ
也
。
小
沢
蘆
庵
、
伴
蒿
蹊
、
僧
慈
延
と
共
に
当
時
和
歌
の
四
天
王
と
称
せ
ら
れ
き
。
門
人
も
い
と
多
か
り
き
。
そ
の
中
桃
沢
夢
宅
、
木
下
幸
文
な
ん
い
と
す
ぐ
れ
た
り
き
。
寛
政
十
年
五
月
二
日
年
八
十
五
才
に
て
没
─ 101 ─
す
。
其
和
歌
、
咲
し
よ
り
花
に
わ
す
れ
し
う
き
世
を
も
今
は
た
み
せ
て
落
桜
か
な
大
井
川
か
は
ら
ぬ
ゐ
せ
き
く
ち
も
せ
で
い
つ
ま
で
老
の
波
は
こ
ゆ
ら
ん
を
し
む
べ
き
た
か
ら
も
ち
り
の
世
す
て
人
き
づ
な
は
な
れ
し
の
ら
猫
や
こ
れ
わ
か
の
浦
の
あ
と
は
む
か
し
に
か
よ
へ
ど
も
及
ば
ぬ
波
に
ち
ど
り
鳴
也
な
が
め
き
て
わ
れ
と
か
こ
つ
も
う
き
秋
の
月
の
こ
た
へ
ん
身
の
む
か
し
か
は
小
寺
清
先
清
先
姓
は
源
、
小
寺
は
其
氏
、
常
陸
介
と
称
し
楢
園
と
号
す
。
備
中
小
田
郡
笠
岡
の
人
、
家
世
其
邑
稲
荷
祠
に
奉
ず
。
清
先
生
れ
て
頴
悟
、
八
歳
能
く
大
字
を
作
る
。
未
だ
弱
冠
な
ら
ず
し
て
京
に
行
き
、
業
を
卜
部
に
受
く
。
既
に
し
て
学
成
り
、
且
親
老
た
る
を
以
て
郷
里
に
帰
る
。
清
先
父
母
に
事
て
色
養
誠
を
致
す
。
其
死
す
る
に
及
ん
で
喪
に
居
る
事
各
礼
に
過
ぐ
。
寛
政
己
未
病
を
以
て
祠
職
を
長
子
清
之
に
伝
へ
、
廬
を
山
下
に
結
び
焉
れ
に
居
る
。
適
ま
県
令
早
川
氏
来
て
郷
校
を
興
し
、
敬
業
館
と
名
け
、
清
先
を
挙
て
講
師
と
為
す
。
黽
勉
四
子
六
経
を
講
ず
。
初
め
邑
人
専
ら
商
販
を
業
と
す
。
是
に
於
て
漸
く
学
に
向
ふ
者
多
し
。
文
政
十
年
丁
亥
病
に
罹
り
閏
六
月
二
十
六
日
端
坐
し
て
逝
く
。
年
八
十
。
館
後
の
山
下
に
葬
る
。
遺
命
し
て
葬
儀
を
薄
ふ
し
、
一
つ
に
本
邦
の
古
礼
に
遵
ひ
浮
屠
を
用
ひ
ず
。
長
子
清
之
、
次
子
廉
之
並
に
能
く
父
の
業
を
継
ぎ
令
名
あ
り
。
初
清
先
本
邦
神
聖
の
教
委
靡
振
は
ざ
る
を
慨
き
、
身
を
以
て
こ
れ
に
任
ぜ
ん
と
欲
し
、
大
に
国
史
に
講
究
し
諸
家
の
説
を
折
衷
し
、
発
揮
す
る
所
尠
な
か
ら
ず
。
因
て
本
教
闡
幽
を
著
は
す
。
其
他
著
述
す
る
所
三
器
図
説
、
国
号
論
の
如
き
は
謙
肯
て
梓
行
せ
ず
。
皆
家
に
蔵
す
と
云
ふ
。
清
先
人
と
な
り
平
坦
温
雅
、
奇
僻
の
行
ひ
を
な
さ
ず
。
燕
居
独
処
他
の
嗜
好
な
し
。
唯
好
ん
で
国
雅
を
作
る
。
初
僧
澄
月
に
学
ぶ
。
澄
月
以
て
歌
道
托
す
る
所
あ
り
と
な
せ
り
。
詠
積
ん
で
数
千
首
に
至
る
。
題
し
て
楢
園
集
と
曰
ふ
。
世
に
行
は
る
。
小
寺
清
之
清
之
は
清
先
の
長
子
監
物
と
称
し
棟
園
と
号
す
。
父
の
業
を
継
ぎ
家
声
を
墜
さ
ず
。
亦
好
ん
で
国
風
を
詠
ず
。
備
中
備
後
の
間
、
国
史
に
歌
道
に
教
を
乞
ふ
者
尠
な
か
ら
ず
。
晩
年
頗
る
著
述
に
耽
り
、
備
中
名
勝
考
、
老
牛
余
喘
各
三
巻
あ
り
。
梓
行
し
て
世
に
公
に
せ
り
。
其
他
老
牛
余
喘
二
篇
、
備
後
略
記
等
若
干
巻
は
草
稿
已
に
成
る
も
上
梓
に
至
ら
ず
し
て
世
に
終
れ
り
と
云
ふ
。
天
保
十
四
年
癸
卯
十
一
月
十
日
病
を
以
て
卒
す
。
年
七
十
四
歳
。
関
藤
政
方
政
方
は
備
中
吉
浜
村
神
官
某
の
子
に
し
て
備
後
福
山
藩
儒
官
石
川
藤
蔭
の
兄
な
り
。
壮
年
移
て
同
国
笠
岡
村
に
住
し
医
を
業
と
す
。
立
介
リ
ユ
ウ
ス
ケ
と
称
し
葭
汀
と
号
す
。
晩
年
鳧
衣
な
る
も
の
を
製
し
て
居
常
こ
れ
を
服
す
。
因
て
又
鳧フ
翁
と
号
す
。
学
和
漢
を
兼
ね
最
国
風
を
善
く
す
。
練
丹
の
余
暇
著
述
し
て
傭
字
例
一
巻
あ
り
、
世
に
行
は
る
。
万
延
二
年
（
文
久
元
年
）
辛
酉
正
月
二
十
二
日
卒
す
。
年
七
十
六
。
同
村
古
城
山
下
群
松
樹
畔
に
葬
る
。
盖
遺
命
に
依
る
な
り
。
辞
世
の
歌
あ
り
、
曰
く
、
わ
が
魂
の
ゆ
く
へ
は
い
づ
く
し
ら
雲
の
か
ゝ
ら
む
山
の
松
の
下
か
げ
─ 102 ─
小
野
務
小
野
務
、
字
は
伯
本
と
称
す
る
者
あ
り
き
。
通
称
を
本
太
郎
と
云
ひ
、
泉
蔵
の
姪
に
当
る
。
家
頗
る
富
み
て
、
蔵
書
頗
る
多
く
、
詩
文
を
好
み
、
又
た
和
歌
を
景
樹
及
び
僧
義
門
に
学
び
名
什
あ
り
。
当
時
の
歌
学
社
会
に
重
せ
ら
る
。
招
月
亭
詩
鈔
を
校
正
せ
し
は
此
人
な
り
（
望
湖
道
士
）。
千
船
集
姓
名
録
に
、
備
中
長
尾
　
小
野
本
太
郎
義
門
に
学
び
し
は
語
学
な
る
べ
く
歌
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
歌
は
始
幸
文
の
弟
子
な
り
。
ソ
ノ
証
ハ
近
藤
芳
樹
ノ
寄
居
歌
談
四
ニ
ア
リ
。
後
ニ
ハ
諸
平
ニ
モ
学
ビ
シ
カ
。（
通
泰
筆
）
正
宗
雅
広
談
小
野
務
、
甚
だ
詠
歌
に
た
く
み
な
り
。
内
詠
史
に
こ
と
に
す
ぐ
れ
て
妙
な
り
。
又
浄
瑠
璃
を
好
み
此
を
題
に
し
て
歌
を
詠
み
き
。
浄
瑠
璃
百
首
と
云
ふ
も
の
あ
り
と
ぞ
。
余
も
或
時
師
正
宗
直
胤
大
人
に
従
ひ
て
訪
門
せ
し
事
あ
り
云
々
。
森
寺
美
郷
正
宗
直
保
談
森
寺
美
郷
（
よ
し
さ
と
）、
本
姓
は
柳
田
、
通
称
は
一
郎
と
い
ふ
。
元
播
州
赤
穂
の
人
な
り
。
年
少
岡
山
に
来
り
て
森
寺
氏
を
つ
ぐ
。
歌
を
よ
く
し
又
書
に
長
ず
。
一
時
盛
名
あ
り
き
。
藤
井
高
雅
（
タ
カ
ツ
ネ
）
類
題
千
船
集
姓
名
録
高
雅
　
備
中
吉
備
津
　
大
藤
下
総
守
類
題
吉
備
国
歌
集
の
自
序
に
、
か
く
い
ふ
は
お
な
じ
道
の
な
か
の
一
宮
神
主
下
総
守
大
中
臣
藤
井
宿
祢
高
枝
藤
井
を
大
藤
と
改
め
し
は
高
雅
な
り
と
吉
備
津
の
人
藤
井
一
郎
語
り
き
。
晩
年
隠
居
し
て
幽
叟
と
号
す
。
文
久
三
年
七
月
廿
五
日
の
夜
、
京
師
室
町
通
二
条
下
ル
播
磨
屋
源
兵
エ
家
に
て
、
浪
士
に
斬
殺
さ
る
。
時
に
年
四
十
七
。（
通
泰
筆
）
と
あ
り
。
尚
同
集
の
序
の
終
に
、
高
枝
は
高
雅
が
は
じ
め
の
名
也
。
尚
同
集
の
松
山
山
田
球
撰
の
後
序
二
枚
の
所
に
、
后
松
屋
高
枝
君
云
々
弘
化
五
年
春
正
月
松
山
山
田
球
と
あ
り
。
尚
前
の
序
の
終
に
、
嘉
永
三
年
と
い
ふ
と
し
の
神
無
月
ば
か
り
こ
れ
か
れ
お
も
ひ
お
こ
し
て
か
の
埋
木
の
言
の
葉
ま
た
世
に
匂
ひ
出
て
云
々
。
と
あ
り
。
こ
れ
に
て
案
ず
れ
ば
、
高
枝
は
高
雅
の
初
名
に
て
改
め
し
は
弘
化
五
年
（
即
ち
嘉
永
元
年
）
よ
り
嘉
永
三
年
の
間
也
と
知
ら
る
。
舎
の
号
を
后
松
の
屋
と
云
ふ
は
高
尚
の
あ
と
つ
ぎ
た
れ
ば
也
。
業
合
大
枝
類
題
青
藍
集
姓
名
録
に
、
大
枝
　
備
前
邑
久
郡
上
寺
　
業
合
右
仲
著
書
　
百
首
異
見
弁
（
文
政
十
一
年
刊
）
新
学
？
（
通
泰
筆
）
招
月
亭
ハ
即
泉
蔵
ナ
リ
（
通
泰
筆
）
─ 103 ─
正
宗
雅
敦
の
伝
正
宗
雅
敦
（
マ
サ
ア
ツ
）、
通
称
は
経
蔵
、
字
は
子
俊
、
号
亀
嶺
。
万
寿
（
以
上
俳
句
に
用
）、
楊
樹
園
。
髪
児
丸
。
唐
樹
園
南
陀
羅
（
以
上
狂
歌
に
用
）。
南
陀
羅
は
難
田
浦
の
略
語
に
て
か
た
へ
の
人
の
呼
付
た
る
狂
号
な
り
。
備
前
国
和
気
郡
伊
里
村
大
字
穂
波
難
田
浦
の
人
な
り
。
父
は
伊
助
、
雅
明
と
号
、
母
は
同
郡
香
登
村
児
嶋
某
女
な
り
。
雅
敦
は
其
の
長
男
な
り
。
初
よ
り
風
流
を
好
み
、
十
五
歳
の
時
よ
り
狂
歌
に
心
ざ
し
、
独
り
窓
の
も
と
に
書
を
読
む
事
二
と
せ
、
十
七
歳
の
秋
始
て
浪
花
梅
の
家
空
丸
の
門
に
入
り
、
楊
樹
園
髪かみ
児こ
丸まる
と
い
ふ
。
二
十
二
歳
の
夏
、
故
有
て
梅
の
家
を
出
、
江
戸
六
樹
園
飯
盛
の
門
に
入
り
学
ぶ
事
四
と
せ
、
廿
六
歳
の
春
判
者
の
列
に
加
り
唐
樹
園
南
陀
羅
と
い
ふ
。
四
十
一
歳
の
時
、
天
保
元
年
元
寅
閏
三
月
二
十
三
日
（
一
に
二
十
四
日
）、
師
翁
う
せ
て
よ
り
一
家
を
な
す
。
又
和
歌
は
播
州
三
木
元
春
及
び
同
国
山
の
里
な
る
長
治
祐
義
に
学
び
、
後
獨
り
国
学
和
歌
を
研
究
し
、
晩
年
佳
調
に
進
む
。
又
俳
句
併
に
画
を
よ
く
す
。
俳
句
は
大
阪
八
千
房
に
学
ぶ
。
画
は
五
峯
を
食
客
と
し
て
学
ぶ
。
画
人
の
訪
問
す
る
物
た
へ
ず
。
天
保
九
年
五
月
二
十
六
日
死
す
。
才
四
十
九
歳
な
り
。
妻
は
鹿か
の
子
、
讃
岐
多
田
津
岡
田
森
右
エ
門
の
長
女
な
り
。
才
八
十
七
才
明
治
十
三
年
死
す
。
こ
も
和
歌
を
よ
く
す
。
供
に
柳
青
院
に
葬
る
。
雅
敦
の
辞
世
の
歌
は
諸
平
氏
の
筆
に
て
、
た
ど
り
行
心
の
や
み
の
く
ら
き
を
も
て
ら
す
は
法
の
と
も
し
び
の
影
と
墓
に
き
ざ
め
り
。
妻
の
辞
世
は
、
思
ひ
の
こ
す
事
は
な
け
れ
ど
な
き
あ
と
も
尚
む
つ
ま
じ
く
年
を
か
さ
ね
よ
著
書雪
月
花
百
首
狂
歌
集
　
　
一
冊
朝
顔
百
首
狂
歌
集
　
　
　
一
冊
狂
歌
略
画
三
十
六
歌
仙
　
一
冊
新
撰
七
夕
狂
歌
集
　
　
　
一
冊
春
興
亀
廼
尾
山
　
　
　
　
三
冊
以
上
刊
行
の
分
出
雲
日
記
、
東
国
日
記
、
西
国
日
記
、
伊
勢
日
記
あ
れ
ど
も
刊
行
せ
ざ
り
し
か
ば
、
今
は
原
稿
も
散
り
う
せ
て
見
ん
よ
し
な
し
。
家
集
あ
り
。
唐
樹
園
狂
歌
詠
草
　
　
　
三
冊
雅
敦
和
歌
詠
草
　
　
　
　
一
巻
亀
嶺
発
句
詠
草
　
　
　
　
一
巻
は
今
も
余
こ
れ
を
蔵
せ
り
。
画
像
あ
り
。
菅
原
諸
平
大
人
の
記
あ
り
。
左
に
記
さ
ん
。
正
宗
雅
敦
は
備
前
国
和
気
郡
難
田
浦
に
す
み
て
家
業
の
暇
に
は
戯
歌
よ
み
て
唐
樹
園
南
陀
羅
と
も
亀
嶺
と
も
よ
び
、
六
樹
園
叟
の
め
で
た
る
歌
人
に
し
て
手
か
き
書
よ
む
か
た
は
更
に
も
い
は
ず
、
絵
道
に
も
分
入
も
の
ゝ
ふ
の
芸
に
も
心
を
と
め
、
あ
る
は
月
花
に
う
か
れ
て
笙
の
笛
を
吹
、
窓
の
雪
に
木
芽
煮
て
友
を
ま
ち
、
又
国
々
の
名
あ
る
所
々
見
あ
り
き
な
ど
し
て
心
を
な
ぐ
さ
め
き
。
し
か
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
貧
し
き
里
人
に
た
な
つ
も
の
な
ど
を
贈
り
て
賑
し
ゝ
が
其
国
の
つ
か
さ
に
さ
へ
聞
へ
て
酒
な
ど
賜
ひ
し
事
も
あ
り
し
を
、
天
保
九
年
五
月
十
日
余
よ
り
病
に
ふ
し
て
逐
に
廿
六
日
齢
五
十
に
て
み
ま
か
─ 104 ─
り
ぬ
。
う
み
の
子
な
か
り
し
か
ば
妹
の
子
雅
広
を
も
て
家
つ
ぎ
と
定
め
つ
。
か
く
て
其
翌
年
七
月
二
十
七
日
、
彼
ま
づ
し
き
を
賑
し
ゝ
功
を
め
で
給
ひ
て
更
に
晒
布
一
疋
を
雅
広
に
か
づ
け
さ
せ
給
ひ
、
な
き
跡
ま
で
彼
々
あ
る
人
に
な
ん
。
此
ぞ
在
し
世
の
像
と
て
、
い
ろ
ど
直
胤
な
く
談
り
出
る
に
、
げ
に
は
ら
か
ら
の
な
げ
き
さ
こ
そ
と
お
も
ひ
や
ら
る
か
し
。
今
は
此
像
を
こ
そ
朝
夕
に
か
け
て
し
の
び
は
べ
る
べ
け
れ
ば
、
た
ゞ
一
言
を
だ
に
と
こ
は
る
ゝ
を
か
く
ま
ね
び
と
り
て
何
事
も
い
た
り
浅
か
ら
ざ
り
し
事
ど
も
を
た
ゞ
契
つ
ゝ
名
に
か
け
し
亀
の
よ
は
ひ
は
万
代
に
栄
を
の
こ
す
し
る
し
な
り
け
む
天
保
十
四
年
四
月
十
八
日
　
菅
原
諸
平
記
以
上
明
治
卅
一
年
一
月
廿
二
日
夜
校
華
岡
山
東
田
町
に
て井
上
通
泰
（
印
）
藤
井
高
尚
並
に
其
著
書
（
上
）
井
上
通
泰
高
尚
ハ
備
中
国
賀カ
陽ヤ
郡
吉
備
津
宮
ノ
宮
司
ナ
リ
。
名
ハ
松
屋
文
集
ニ
タ
カ
ナ
ホ
．
．
．
．
ト
訓
ゼ
リ
。
○
大
祓
詞
後
々
釈
ノ
初
ニ
吉
備
津
宮
宮
司
長
門
守
従
五
位
下
藤
井
宿
祢
高
尚
ト
ア
リ
。
号
ヲ
松
ノ
屋
ト
云
フ
。
又
松
齊
ト
書
ケ
リ
。
松
ノ
落
葉
．
．
．
．
一
ノ
巻
ニ
、
オ
ノ
ガ
ス
ミ
カ
ヲ
松
ノ
屋
ト
云
フ
ハ
、
古
歌
ニ
「
千
年
ヲ
マ
ツ
ノ
深
キ
色
カ
ナ
」
ト
ヨ
ミ
タ
リ
シ
中
山
ノ
麓
ニ
テ
松
多
カ
ル
所
ナ
ル
ニ
、
庭
ニ
モ
五
モ
ト
六
本
年
フ
リ
テ
、
イ
ト
大
ナ
ル
ガ
ア
レ
バ
、
ヤ
ド
ノ
名
ニ
モ
オ
フ
セ
タ
ル
ニ
ナ
ン
。
中
山
ト
ハ
所
謂
吉
備
ノ
中
山
ナ
リ
。
初
国
学
ヲ
同
国
笠
岡
ノ
人
小
寺
清
先
ニ
受
ケ
、
後
本
居
宣
長
ヲ
師
ト
ス
。
松
屋
文
後
集
上
ノ
巻
神
部
職
任
考
ノ
奥
書
ニ
、
小
寺
清
之
ヲ
ヂ
ハ
、
オ
ノ
レ
マ
ダ
イ
ト
ワ
カ
ク
テ
ソ
ノ
父
君
ノ
許
ニ
物
学
ス
ト
テ
行
キ
通
ヒ
ツ
ル
ヲ
リ
ノ
シ
ル
人
。
清
之
ノ
父
ハ
清
先
ナ
リ
。
○
宣
長
ノ
弟
子
ナ
ル
事
ハ
証
ヲ
引
ク
マ
デ
モ
ナ
シ
。
寛
政
十
一
年
五
月
八
日
従
五
位
下
ニ
叙
セ
ラ
レ
長
門
守
ニ
任
ゼ
ラ
ル
。（
神
ノ
御
蔭
．
．
．
．
ノ
日
記
．
．
．
）
天
保
六
年
吉
田
家
ヨ
リ
三マ
寸ス
鏡ミノ
霊
神
ミ
タ
マ
ト
云
フ
名
ヲ
賜
ハ
ル
。
三
寸
鏡
霊
神
ノ
初
度
ノ
祭
ニ
大
穴
持
命
ノ
御
前
ニ
申
ス
詞
ニ
、（
此
文
、
集
ニ
ハ
見
エ
ズ
。
サ
ル
ハ
集
ノ
版
ニ
上
リ
シ
ヨ
リ
後
ノ
作
ナ
レ
バ
ナ
リ
。）
コ
レ
ノ
年
頃
オ
フ
ケ
ナ
ク
モ
オ
ノ
ガ
和
魂
ミ
ギ
ミ
タ
マ
ヲ
三
寸
鏡
マ
ス
ミ
ノ
カ
ヾ
ミ
ニ
ト
リ
ツ
ケ
テ
祭
リ
ナ
ム
ト
思
ヒ
ヨ
リ
テ
、
其
事
ヲ
都
ノ
吉
田
ノ
殿
ニ
申
シ
ゝ
カ
バ
三
寸
鏡
霊
神
ト
云
フ
名
ヲ
賜
ヒ
ヌ
。
生
ケ
ル
人
ノ
魂
ニ
カ
ゝ
ル
名
ヲ
賜
フ
事
ハ
タ
ヤ
ス
ク
ア
ル
ベ
キ
事
ナ
ラ
ネ
ド
、
高
尚
幼
キ
ヨ
リ
八
九
ノ
老
ニ
至
ル
マ
デ
タ
ユ
ミ
怠
ル
事
ナ
ク
、
御
国
ノ
学
ニ
心
ヲ
砕
キ
力
ヲ
尽
シ
テ
古
書
ヲ
読
ミ
考
ヘ
ツ
ゝ
釈
キ
明
ラ
メ
テ
、
諸
人
ヲ
モ
教
ヘ
イ
ザ
ナ
フ
ニ
ヨ
リ
テ
、
天
ノ
下
ニ
名
ヲ
知
ラ
エ
ヌ
ル
巧
ヲ
愛
デ
タ
マ
ヒ
ホ
メ
タ
マ
ヒ
テ
賜
ヘ
ル
ニ
モ
ア
リ
ケ
ル
。
天
保
十
一
年
八
月
十
五
日
卒
ス
。
享
年
七
十
七
。
墓
ハ
賀
陽
郡
板
倉
字
向
山
ニ
ア
─ 105 ─
リ
。
碑
ノ
表
ニ
三
寸
鏡
霊
神
藤
井
宿
祢
高
尚
墓
、
裏
ニ
「
ミ
ソ
メ
ケ
リ
日
数
ア
マ
タ
ニ
マ
チ
マ
チ
テ
ケ
フ
朝
顔
ノ
花
ノ
一
花
」
天
保
十
一
年
庚
子
八
月
十
五
日
松
齊
ト
ア
リ
。
○
文
政
七
年
ニ
書
キ
シ
ル
ベ
ノ
奥
書
ニ
、
六
十
ニ
一
余
ル
コ
ト
シ
マ
デ
ト
ア
リ
。
サ
レ
バ
天
保
十
一
年
ニ
ハ
七
十
七
歳
ナ
リ
。
松
ノ
屋
　
賀
陽
郡
宮
内
（
即
宮
ノ
郷サト
）
字
三
日
市
ニ
ア
リ
。
今
ハ
小
学
校
ト
ナ
レ
リ
。
今
モ
門
内
ニ
大
ナ
ル
松
三
本
集
リ
立
テ
リ
。
竹
ノ
庵
　
文
後
集
．
．
．
上
ノ
巻
ニ
、
家
ノ
西
ニ
サ
ゝ
ヤ
カ
ナ
ル
庵
ツ
ク
リ
ス
…
…
庵
ノ
南
ノ
窓
ノ
前
ニ
竹
ヲ
植
ヱ
茂
ラ
セ
タ
リ
…
…
カ
ク
竹
ヲ
ア
マ
タ
植
ヱ
ツ
レ
バ
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
庵
ノ
名
ト
モ
ナ
リ
ヌ
ト
ゾ
。
此
ノ
庵
今
ハ
ナ
シ
。
カ
頭ヘ
樹デノ
園ソノ
同
書
同
巻
ニ
、
同
ジ
宮
ノ
郷
ノ
内
ナ
ガ
ラ
松
ノ
屋
ト
ハ
離
レ
テ
吉
野
町
ト
云
フ
町
ノ
東
、
普
賢
院
ト
云
フ
寺
ノ
北
隣
ニ
オ
ノ
ガ
ナ
リ
ド
コ
ロ
ヲ
作
レ
リ
…
…
カ
ヘ
デ
ノ
園
ト
ゾ
云
フ
。
シ
カ
云
フ
故
ハ
カ
ヘ
デ
ノ
木
数
ヲ
尽
シ
テ
植
ヱ
ツ
レ
バ
ナ
リ
。
此
園
ハ
今
モ
ア
レ
ド
、
カ
ヘ
デ
ノ
木
ハ
今
ハ
ナ
シ
。
父
母
妻
子
　
向
山
ナ
ル
藤
井
家
ノ
墓
ノ
中
ニ
、
前
但
馬
守
従
五
位
下
静
齋
藤
井
宿
祢
高
久
墓
（
表
）
文
化
四
丁
卯
年
四
月
六
日
卒
（
左
）
是
高
尚
ノ
父
ニ
テ
、
藤
井
氏
小
春
霊
璽
（
表
）
岡
越
後
守
為
直
女
。
年
七
十
三
享
和
二
壬
戌
年
八
月
四
日
卒
（
右
）
是
高
尚
ノ
母
ナ
リ
ト
岡
直
廬
氏
語
ラ
レ
キ
。
直
廬
氏
ハ
為
直
ノ
曾
孫
ナ
リ
。
妻
ノ
墓
ト
オ
ボ
ユ
ル
ハ
、
藤
井
氏
繁
弥
霊
璽
（
表
）
文
化
十
五
戊
寅
年
正
月
十
三
日
卒
（
右
）
中
西
十
内
重
行
女
（
左
）
但
馬
守
従
五
位
下
大
中
臣
藤
井
宿
祢
高
豊
墓
（
表
）
文
政
八
酉
年
二
月
十
二
日
卒
（
右
）
是
高
尚
ノ
子
ナ
リ
。
神
ノ
御
蔭
ノ
日
記
（
寛
政
十
一
年
）
ニ
、
太
郎
ノ
高
豊
…
…
コ
ト
シ
九
ニ
ナ
ン
。
ト
ア
レ
バ
文
政
八
年
ニ
ハ
三
十
五
歳
ナ
リ
。
又
文
後
集
中
巻
本
ノ
シ
ズ
ク
ノ
条
ニ
、
ウ
セ
ニ
シ
高
豊
ハ
…
…
オ
ノ
レ
モ
妻
モ
イ
ト
イ
ト
カ
ナ
シ
ウ
シ
ツ
ゝ
オ
ホ
シ
立
テ
タ
ル
独
子
ニ
ナ
ン
ア
リ
ケ
ル
。
ト
ア
リ
。
サ
テ
、
藤
井
松
野
墓
（
表
）
弘
化
三
丙
午
十
月
三
日
巳
刻
卒
。
但
馬
守
高
豊
女
。
下
総
守
高
枝
妻
。
行
年
二
十
六
（
左
）
是
高
尚
ノ
嫡
孫
ナ
リ
。
又
、
宮ミヤ
道ヂ
護モリ
目マ
勝カツ
建タチ
膽井ノ
大ウ
人シ
霊
（
表
）
文
久
三
癸
年
七
月
二
十
五
日
卒
（
右
）
従
五
位
下
守
前
下
総
守
大
中
臣
藤
井
宿
祢
高
雅
墓
（
左
）
高
雅ツネ
ハ
高
尚
ノ
養
孫
ナ
リ
。
神
ノ
御
蔭
ノ
日
記
．
．
．
．
．
．
．
ノ
路
ニ
、
─ 106 ─
オ
ホ
ヂ
ノ
君
ノ
此
日
記
…
…
ソ
ノ
事
ノ
由
カ
ク
記
シ
オ
ク
ハ
翁
ノ
家
嗣
ゲ
ル
ウ
マ
ゴ
ニ
テ
松
ノ
屋
ノ
木
蔭
ナ
ル
竹
ノ
垣カキ
内ツ
（
竹
庵
）
ニ
住
メ
ル
藤
井
高
枝
高
枝エ
ハ
高
雅ツネ
ノ
前
名
ナ
リ
。
此
人
堀
家ケ
氏
ノ
子
ナ
リ
。
藤
井
氏
ヲ
嗣
ギ
オ
ノ
ガ
代
ニ
至
リ
テ
、
藤
井
ノ
氏
ヲ
改
メ
テ
大
藤
ト
云
ヒ
キ
。
文
久
三
年
七
月
二
十
五
日
京
都
ニ
テ
浪
士
ニ
殺
サ
レ
キ
。
年
四
十
七
。
其
頃
ハ
隠
居
シ
テ
名
ヲ
幽
叟
ト
云
ヘ
リ
キ
。
ク
ハ
シ
ク
ハ
人
云
ヒ
テ
ヨ
。
門
人
　
大
祓
詞
後
々
釈
．
．
．
．
．
．
ニ
、
オ
ノ
レ
ニ
従
ヒ
テ
モ
ノ
学
ブ
人
近
キ
年
ゴ
ロ
ハ
京
ヲ
始
メ
国
々
ニ
ア
マ
タ
ニ
ナ
リ
テ
、
ソ
ノ
中
ニ
ハ
古
キ
歌
文
ノ
心
詞
ヲ
釈
キ
ア
キ
ラ
メ
テ
、
自
読
ミ
書
ク
事
モ
拙
カ
ラ
ヌ
ハ
コ
レ
カ
レ
ト
ア
レ
ド
モ
、
ム
ネ
ト
神
典
ヲ
読
ム
ニ
心
ヲ
留
メ
力
ヲ
入
ル
ル
ハ
イ
ト
イ
ト
稀
ニ
テ
讃
岐
国
ノ
源
春
野
（
高
松
ノ
人
中
村
春
野
）
ト
、
此
吉
備
ノ
道
ノ
口
ニ
業ナリ
合アヒ
大オホ
枝エ
（
備
前
国
邑
久
郡
豊
原
ノ
人
）、
渡
辺
重
豊
（
岡
山
ノ
人
）、
当
麻
尚
文
（
岡
山
ノ
人
）、
サ
テ
ハ
播
磨
国
源
国
忠
（
飾
磨
郡
広
嶺
ノ
人
芝
国
忠
）
五
人
ナ
リ
シ
ニ
…
…
語
格
ノ
学
ヲ
以
テ
世
ニ
聞
エ
タ
ル
妙
玄
寺
義
門
モ
高
尚
ノ
弟
子
ナ
リ
。
文
後
集
上
ノ
巻
山
口
ノ
栞
ノ
序
ト
云
フ
文
ニ
、
若
狭
国
小
浜
ノ
里
ニ
テ
義
門
法
師
ト
キ
コ
ユ
ル
人
…
…
此
年
頃
オ
ノ
レ
ヲ
師
ノ
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
頼
ム
人
ニ
ナ
ン
。
其
外
京
都
ニ
テ
ハ
長
谷
川
菅
緒
、
城
戸
千
楯
、
近
藤
重
弘
、
湯
浅
経
邦
、
大
橋
長
広
等
鐸ヌテ
舎ノヤ
ト
云
フ
ヲ
設
ケ
浪
華
ニ
テ
ハ
中
玉
樹
、
牧
野
唯
宗
等
小
芝
ノ
屋
ト
云
フ
ヲ
設
ケ
テ
高
尚
ヲ
聘
シ
テ
ソ
ノ
講
説
ヲ
聴
キ
シ
コ
ト
文
後
集
．
．
．
ニ
見
エ
タ
リ
。
附
桂
花
余
香
ニ
見
エ
タ
ル
豊
ト
云
フ
人
ノ
事
名
古
屋
人
ノ
高
岡
正
平
云
ハ
ク
、
本
書
ニ
出
デ
タ
ル
此
作
者
ノ
歌
三
首
ノ
中
、
蔦
紅
葉
ノ
歌
ハ
渡
辺
豊
ト
云
フ
人
ノ
家
集
ニ
見
エ
タ
リ
。（
但
初
句
「
モ
ミ
ヂ
バ
ノ
」
三
句
「
ハ
フ
ツ
タ
ノ
」
ト
ア
ル
ノ
ミ
タ
ガ
ヘ
リ
。）
サ
レ
バ
此
豊
ハ
桂
園
入
門
名
簿
ニ
見
エ
タ
ル
松
永
重
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
渡
辺
重
豊
ナ
リ
。
重
豊
ガ
後
ニ
豊
ト
云
ヒ
シ
コ
ト
ハ
今
モ
残
レ
ル
其
門
人
等
ノ
言
ニ
ヨ
リ
テ
明
ナ
リ
。
サ
テ
重
豊
ノ
事
ハ
松
屋
．
．
文
後
集
．
．
．
上
ノ
巻
雨
夜
庵
ノ
詞
ト
云
フ
文
ニ
、
メ
ウ
字
ハ
渡
辺
左
兵
衛
、
名
ハ
重
豊
ト
テ
吉
備
ノ
道
ノ
口
ノ
岡
山
ノ
里
人
ニ
ナ
ン
。
伊
勢
物
語
新
釈
第
八
段
ノ
註
ニ
、
渡
辺
重
豊
…
…
此
重
豊
ト
云
フ
人
ハ
道
ノ
口
ノ
酒
折
ノ
宮
ノ
宮
人
ニ
テ
夙
ウ
ヨ
リ
古
書
ヲ
独
ヨ
ク
読
ミ
ケ
ル
ヲ
、
近
キ
年
頃
ハ
高
尚
ニ
従
ヒ
テ
物
学
ブ
人
ニ
ナ
ン
。
重
豊
ガ
景
樹
ノ
門
ニ
入
リ
シ
ハ
イ
ツ
ノ
事
ト
モ
知
ラ
レ
ズ
。
（
め
ざ
ま
し
草
三
十
七
巻
）
藤
井
高
尚
並
に
其
著
書
（
下
）
高
尚
ハ
中
古
ノ
フ
リ
ナ
ル
文
ヲ
作
ル
コ
ト
ニ
長
ジ
タ
リ
。
此
事
ニ
オ
キ
テ
ハ
近
代
此
人
ニ
及
ブ
モ
ノ
ナ
シ
。
著
書
ノ
板
ニ
上
レ
ル
ハ
、
松
ノ
落
葉
四
巻
、
随
筆
ナ
リ
。
四
巻
ノ
外
ニ
目
録
ト
序
ト
ヲ
載
セ
タ
ル
一
巻
ア
リ
。
松
屋
文
集
二
巻
松
屋
文
後
集
三
巻
─ 107 ─
三
ノ
シ
ル
ベ
三
巻
　
上
巻
ハ
道
ノ
シ
ル
ベ
、
中
巻
ハ
歌
ノ
シ
ル
ベ
、
下
巻
ハ
文
ノ
シ
ル
ベ
ナ
リ
。
合
セ
テ
三
ノ
シ
ル
ベ
ト
云
フ
。
オ
ク
レ
シ
雁
一
巻
　
雁
ノ
ユ
キ
カ
ヒ
ノ
後
篇
ニ
テ
消
息
文
ノ
例
ナ
リ
。
例
ハ
皆
高
尚
ノ
作
（
雁
ノ
ユ
キ
カ
ヒ
ハ
真
淵
ヲ
始
ト
シ
テ
名
高
キ
人
々
ノ
消
息
文
ヲ
集
メ
タ
ル
書
也
。）
出
雲
路
日
記
一
巻
　
杵
築
宮
ニ
詣
デ
シ
道
ノ
記
ナ
リ
。
サ
キ
草
一
巻
　
歌
ノ
コ
ト
バ
書
ノ
カ
キ
ザ
マ
ヲ
示
セ
ル
書
ナ
リ
。
本
文
ノ
始
ニ
、
歌
ノ
コ
ト
バ
書
ヨ
サ
キ
草
ノ
三
ノ
書
キ
ザ
マ
ア
ル
コ
ト
ナ
ル
ヲ
ト
ア
ル
ニ
ヨ
リ
テ
書
ノ
名
ヲ
サ
キ
草
ト
ハ
云
フ
。
消
息
文
例
二
巻
　
中
昔
ノ
フ
リ
ナ
ル
消
息
文
ノ
書
キ
ザ
マ
ヲ
サ
ト
セ
ル
書
ナ
リ
。
神
ノ
御
蔭
ノ
日
記
二
巻
　
寛
政
十
一
年
江
戸
ト
京
ト
ニ
モ
ノ
セ
シ
日
記
ナ
リ
。
江
戸
ニ
テ
ハ
将
軍
ニ
謁
シ
、
京
ニ
テ
ハ
宣
下
ヲ
蒙
ル
ナ
ド
「
オ
モ
ダ
ゝ
シ
ク
ウ
レ
シ
キ
事
ト
リ
集
メ
テ
皆
願
フ
マ
ニ
マ
ニ
ナ
シ
ハ
テ
ヌ
ル
ハ
仕
ヘ
マ
ツ
ル
神
ノ
御
蔭
ナ
リ
」
ト
テ
書
ノ
名
ニ
オ
フ
セ
シ
ナ
リ
。
日
本
紀
ノ
御
局
ノ
考
一
巻
　
紫
式
部
ヲ
日
本
紀
ノ
御
局
ト
云
フ
所
以
ヲ
考
ヘ
タ
ル
書
ナ
リ
。
大
祓
詞
後
々
釈
一
巻
　
本
居
宣
長
ノ
後
釈
ニ
漏
シ
タ
ル
ヲ
補
ヒ
誤
レ
ル
ヲ
正
シ
タ
リ
。
伊
勢
物
語
新
釈
六
巻
　
此
物
語
ノ
註
釈
ハ
契
仲
ノ
臆
断
、
真
淵
ノ
古
意
ナ
ド
ア
レ
ド
、
此
新
釈
コ
ソ
白
眉
ト
ハ
云
フ
ベ
ケ
レ
。
ヒ
キ
モ
ノ
ゝ
サ
ダ
メ
一
巻
　
箏
ノ
コ
ト
、
琵
琶
、
サ
ミ
セ
ン
、
鼓
弓
、
一
絃
琴
ノ
優
劣
ヲ
評
シ
タ
リ
。
著
者
ハ
箏
ノ
コ
ト
ヲ
好
ミ
テ
弾
キ
シ
由
、
本
文
ニ
モ
序
ニ
モ
見
エ
タ
リ
。
浅
瀬
ノ
シ
ル
ベ
一
巻
　
灯
台
モ
ト
ク
ラ
シ
、
ナ
マ
兵
法
大
キ
ズ
ノ
モ
ト
、
ナ
ド
云
フ
俚
諺
ヲ
云
ヒ
広
メ
テ
人
ノ
教
訓
ト
シ
タ
リ
。
以
上
以
十
四
部
二
十
九
巻
上
ニ
挙
ゲ
シ
書
ド
モ
ノ
序
跋
ノ
作
者
ハ
、
門
人
中
村
寛
（
松
ノ
落
葉
序
）、
城
戸
千
楯
（
松
屋
文
集
序
）、
白
井
惟
徳
（
同
書
跋
）、
大
橋
長
広
（
文
後
集
序
）、
城
戸
千
楯
（
同
書
跋
）、
門
人
林
秋
告
（
オ
ク
レ
シ
雁
序
）、
加
藤
千
蔭
、
本
居
大
平
（
共
ニ
サ
キ
草
序
）、
本
居
宣
長
（
消
息
文
例
序
）、
門
人
鳥
越
常
成
（
同
書
跋
）、
田
中
芳
樹
（
即
近
藤
芳
樹
―
御
蔭
日
記
序
）、
養
孫
藤
井
高
枝
（
同
書
跋
）、
門
人
石
田
千
頴
（
日
本
紀
御
局
考
序
）、
門
人
竹
村
尚
孝
（
同
書
跋
）、
門
人
芝
国
忠
（
大
祓
後
々
釈
序
）、
門
人
業
合
大
枝
（
同
書
跋
）、
門
人
渡
辺
重
豊
（
勢
語
新
釈
序
）、
門
人
中
村
春
野
（
同
書
跋
）、
門
人
当
麻
尚
文
（
ヒ
キ
モ
ノ
ゝ
サ
ダ
メ
序
）、
門
人
安
藤
保
世
（
同
書
跋
）、
千
家
俊
信
、
本
居
大
平
（
共
ニ
浅
瀬
ノ
シ
ル
ベ
序
）、
菅
晋
帥
（
即
茶
山
―
同
書
跋
）
ナ
リ
。
別
ニ
日
本
紀
竟
宴
和
歌
集
二
巻
、
紫
式
部
日
記
註
釈
四
巻
ア
リ
。
彼
ニ
ハ
松
屋
高
尚
大
人
標
註
、
源
（
中
村
）
春
野
大
人
校
訂
、
此
ニ
ハ
松
屋
藤
井
大
人
、
清
水
宣
昭
大
人
著
述
ト
ア
レ
ド
モ
、
此
二
書
ハ
高
尚
ノ
著
ニ
ハ
ア
ラ
デ
、
ソ
ノ
門
人
ナ
ル
春
野
ト
宣
昭
ト
ノ
著
ナ
リ
。（
竟
宴
集
ハ
寧
契
仲
標
語
、
春
野
補
註
ト
ア
ル
ベ
シ
。）
─ 108 ─
又
著
書
ノ
未
版
ニ
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
枕
冊
子
新
釈
（
文
ノ
シ
ル
ベ
ニ
見
エ
タ
リ
。）、
幽
冥
考
（
道
ノ
シ
ル
ベ
ニ
）、
古
今
集
新
釈
（
勢
語
新
釈
ニ
）、
神
祇
事
類
条
目
（
文
後
集
ニ
）
ナ
ド
ナ
リ
。
ソ
ノ
外
宣
長
ノ
玉
ノ
小
櫛
ヲ
補
ハ
ム
意
ア
リ
シ
由
文
ノ
シ
ル
ベ
ニ
見
エ
、
勢
語
新
釈
ノ
拾
遺
ヲ
作
ラ
ム
志
ア
リ
シ
趣
松
ノ
落
葉
ニ
見
エ
タ
リ
。
又
或
人
ノ
説
ニ
稲
荷
神
社
考
ト
云
フ
モ
ノ
ア
リ
ト
ゾ
。
此
等
ノ
書
ハ
未
得
見
ズ
。
著
書
脱
稿
ノ
順
序
オ
ク
レ
シ
雁
　
消
息
文
例
ヨ
リ
前
ニ
成
シ
由
、
奥
書
ニ
見
エ
タ
リ
。
御
蔭
日
記
　
寛
政
十
一
年
消
息
文
例
　
同
年
サ
キ
草
　
享
和
三
年
ヒ
キ
モ
ノ
ゝ
サ
ダ
メ
　
文
化
五
年
松
屋
文
集
　
同
八
年
ノ
序
ア
リ
日
本
紀
御
局
考
　
同
年
浅
瀬
ノ
シ
ル
ベ
　
同
九
年
勢
語
新
釈
　
同
十
年
三
ノ
シ
ル
ベ
　
文
政
九
年
文
後
集
　
同
十
年
ノ
序
ア
リ
松
ノ
落
葉
　
同
十
二
年
ノ
序
ア
リ
出
雲
路
日
記
　
文
政
十
一
年
高
尚
ノ
初
ノ
呼
名
ハ
小
膳
ト
云
ヒ
キ
。
繁
弥
ハ
ウ
ツ
（
マ
マ
）ナ
リ
。
高
尚
ノ
妻
ナ
リ
。
此
二
事
彼
里
人
ノ
説
ナ
リ
。
高
尚
ノ
父
高
久
ハ
霊
碑
ニ
享
年
八
十
三
ト
ア
リ
。
山
陽
新
報
三
十
二
年
十
一
月
十
四
日
岩
月
白
華
附
有
木
山
な
る
成
親
卿
の
遺
蹟
（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
十
二
日
岡
山
史
談
会
に
て
）
井
上
通
泰
白
華
の
墓
は
備
中
国
賀
陽
郡
庭
瀬
な
る
松
林
寺
に
あ
り
。
碑
の
表
に
は
、
白
華
堂
正
叟
良
直
居
士
側
面
に
は
、
天
保
九
戊
戌
八
月
十
三
日
岩
月
澤
右
衛
門
長
直
墓
と
刻
め
り
。
曾
孫
斧
太
郎
氏
云
ふ
、
庭
瀬
藩
士
な
り
。
年
七
十
三
に
て
没
す
。
と
。
げ
に
中
山
尚
歯
会
の
記
（
天
保
六
年
）
に
有
木
居
士
白
華
七
十
と
あ
り
。
白
華
が
香
川
景
樹
の
門
に
入
り
て
歌
を
学
び
傍
禅
を
修
め
し
こ
と
は
、
曾
て
此
会
に
て
述
べ
き
。
其
筆
記
本
年
九
月
十
七
日
の
山
陽
新
報
に
出
で
た
り
。
白
華
同
郡
有
木
山
な
る
成
親
卿
の
遺
蹟
を
保
存
せ
む
の
志
あ
り
て
、
文
政
八
年
（
白
華
時
に
年
六
十
）
文
を
作
り
て
人
に
頒
ち
き
。
其
文
に
云
は
く
、
此
国
吉
備
津
の
宮
の
東
の
方
、
谷
に
沿
ひ
て
山
路
を
登
れ
ば
有
木
山
の
別
所
と
云
ひ
て
古
寺
あ
り
。
安
元
の
昔
新
大
納
言
成
親
卿
そ
こ
に
さ
す
ら
へ
給
ひ
て
平
氏
の
つ
は
も
の
に
殺
さ
れ
給
ひ
き
。
其
墓
六
百
年
を
経
て
石
な
ど
も
う
せ
て
僅
に
其
跡
残
り
て
苔
む
し
た
り
。
お
の
れ
詣
で
ゝ
山
岸
の
崩
れ
し
を
見
て
唐
人
の
古
言
に
陸
は
谷
と
な
る
と
い
ひ
し
も
思
ひ
出
で
ら
れ
ぬ
。
此
卿
の
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い
ま
せ
し
を
り
の
こ
ゝ
ろ
を
お
も
ひ
つ
ゞ
け
て
昔
の
跡
を
残
し
石
碑
を
建
て
後
の
世
ま
で
も
な
き
霊
の
心
を
慰
め
ん
と
云
ふ
思
を
起
し
ぬ
。
吾
つ
た
な
し
と
雖
も
、
月
花
雪
を
楽
み
て
世
を
遁
れ
し
身
な
れ
ば
此
寺
に
仮
に
住
居
し
て
、
情
あ
る
諸
人
に
大
和
歌
か
ら
歌
を
請
ひ
一
巻
と
な
し
て
寺
に
を
さ
め
ん
と
す
。
石
を
買
ひ
文
字
刻
む
価
を
も
其
人
々
扶
け
た
ま
へ
。
か
ゝ
ら
ば
郷
の
霊
な
ど
か
欣
び
た
ま
は
ざ
る
べ
き
。
涙
を
お
と
し
て
こ
ひ
ね
ぐ
に
な
ん
。
文
政
乙
酉
冬
十
月
　
有
木
別
所
白
華
道
人
有
木
別
所
と
は
備
前
国
児
島
郡
有
木
に
対
し
て
云
ふ
な
り
と
ぞ
。
白
華
が
晩
年
剃
髪
し
て
有
木
別
所
に
住
せ
し
事
は
此
の
文
に
見
え
た
る
。
外
号
を
有
木
居
士
と
い
ひ
、
又
百
人
二
首
（
備
前
人
広
安
雅
言
編
輯
、
写
本
二
巻
）
に
出
で
た
る
白
華
の
歌
に
、浮
世
を
ば
の
が
れ
て
こ
ゝ
に
あ
り
木
山
も
の
思
ふ
こ
と
は
な
き
身
な
り
け
り
と
あ
る
に
て
明
な
り
。
又
白
華
が
当
時
成
親
卿
の
事
跡
を
し
ら
ぶ
る
に
汲
々
た
り
し
は
文
政
十
年
上
京
の
日
記
に
、
六
月
四
日
法
師
（
玄
如
）
同
道
誓
願
寺
中
穂
井
田
う
し
忠
友
子
に
行
き
て
、
成
親
卿
御
家
の
事
委
細
相
尋
ね
候
て
七
つ
比
迄
談
話
す
。
な
ど
あ
る
に
て
知
ら
る
。
忠
友
は
景
樹
門
下
第
一
の
博
識
家
な
り
。
因
に
云
ふ
。
九
月
十
七
日
の
山
陽
新
報
に
出
だ
し
た
拙
稿
の
中
に
、
小
原
某
を
倉
敷
の
人
井
上
端
木
か
と
云
へ
る
は
誤
な
り
。
端
木
の
墓
は
備
中
国
倉
敷
観
音
寺
の
門
前
な
る
水
月
庵
に
あ
り
。
碑
の
表
に
は
慶
雲
処
士
端
木
、
側
面
に
は
天
保
三
年
壬
辰
九
月
二
十
有
七
日
没
と
あ
り
。
さ
れ
ば
天
保
十
年
に
は
端
木
既
に
世
に
あ
ら
ず
。
今
有
木
山
に
存
す
る
有
木
山
青
蓮
寺
の
碑
並
に
成
親
卿
の
霊
碑
は
白
華
の
作
り
し
も
の
に
は
あ
ら
じ
か
。
よ
く
知
れ
ら
む
古
老
教
へ
た
ま
へ
。
（
み
お
　
く
み
え
／
本
学
大
学
院
特
別
研
究
員
）
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